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Ⅰアジア通貨危機をどう理解するか－「円の国際化」の必要性－   
すでに述べたが、1990年代に入ってから、国際通貨システムを揺るがすほどの大きな通  











































































のに。   
資本主義の本質は、平時には分からないが、危機において明らかになる、と学生時代の  
先生が言われていたことを想い出した。今回の金融恐慌を昭和恐慌や大恐慌の時代となぞ  




－139－   
波はまた静まるだろう、ということだけならば、彼らの仕事は他愛なく無用である」（ケイ  
ンズ『貨幣改革論』1923年）。経済政策を考える際に、「長期」と「短期」に分けることは、  








ル市場に潤沢な資金を投入するのは、経済学の基本中の基本なのである。   
政策転換は当然である。大本営発表の経済政策の整合性ばかりを糾弾する似非エコノミ  
ストの床屋経済談には、付き合わない方が賢明である。あまりにも当たり前で言うのもは  












Ⅲ 制度の経済学とは何か－「グローバル・スタンダード」と「コーポレート  










































おわりに   
日本資本主義史上、株価が企業の判定基準となったのはまれなことであろう。PKO（価  
格維持活動）が効かなくなったのだ。ただ市場はあるシグナルは発するけれども、市場に  
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